
　若松区東28区市民防災会（以下「東28区」と
いう。）は、北東に山が広がり、約300世帯が暮
らす住宅地です。北九州市は、高齢化率が政令

指定都市の中で最も高く、東28区においても約
800人の居住者のうち200人以上の高齢者が一人
暮らしや高齢者のみで暮らしています。また、

出水期には市から「避難情報」が発令される年

も多く、大雨に注意が必要な地域でもあります。

　平成25年、福岡県が東28区の大部分を「土砂
災害警戒区域」等に指定しましたが、地域の小

学校での防災訓練に集まった住民は「たった 4
人」でした。私たちは、この状況に危機感を覚

え、畠田防災実行委員会（ 6人で構成）を立ち
上げ、すべての住民が主体的に防災に取り組む

ことを目指して活動を始めました。

　まず、市の危機管理室に依頼し、住民向けの

「土砂災害の危険等についての説明会」を開き

ました。これを契機に、住民参加型の災害図上

訓練（DIG）を実施し、どこがどう危険なのか
を住民同士で確認しあい、住民全員の防災意識

の醸成を図りました。高齢者の多い畠田地区

で、どのような避難体制をとれば全員の命が守

れるか、みんなで検討を重ねました。

　検討の結果、互いに助け合える関係を作り出

すため、10～40世帯で構成される組を、さらに
近隣 3～ 8世帯のグループに分け、効率的な連
絡網を作成した「畠田緊急ネットワーク」を構
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築しました。

　構築の目的は、早めの避難が必要な高齢者や

障がいを持った方に電話や声掛けで確実に情報

がいきわたること、高齢化・独居率の高い東28
区で災害時に近隣世帯が協力して避難し、一人

の犠牲者も出さないことです。

　グループごとに「緊急連絡シート」を作成し

ています。それにはサポートが必要な世帯、予

防避難対象者（レベル 3で避難する方）、グ
ループメンバーの緊急避難先等が網羅されてお

り、早めの避難が必要な高齢者や障がいを持っ

た方に電話や声掛けで確実に情報がいきわたる

よう体制を整えました。

　また、情報が古くならないよう、年度末から年

度初めにかけて、各グループで「緊急連絡シー

ト」の確認を行い、電話番号、転居や高齢者施

設等への入所、新たに避難支援が必要になった

人など情報を更新しています。これは毎年の恒

例事業として継続する仕組みにしています。

　平成28年から出水期前に東28区独自の防災訓
練を行っています。「畠田緊急ネットワーク」

が完成した平成30年からは、まず情報伝達訓練
としてグループを通じて全世帯に連絡を回し、

続けてグループ単位での避難、集合後は土のう

作り、消火器取り扱い、救急搬送などの訓練を

行っています。情報伝達訓練は新型コロナ禍中

でも継続しました。

　防災訓練終了後には、住民の誰もが参加でき

る拡大市民防災会議を開き、訓練を振り返っ
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て、より実際に即し効果的な訓練にするために

意見交換をします。その意見を元に次年度の畠

田地域防災計画を作るというPDCAサイクル
で、毎年ブラッシュアップしています。

　平成25年度、当初 4名しかいなかった防災訓
練の参加者は、防災啓発や研修、防災訓練を重

ねるごとに増え、現在では、毎年200人以上の
地域住民が防災訓練に参加しています。住民の

防災意識を問うアンケートを兼ねた訓練シート

を使う情報伝達訓練では、参加率が90パーセン
トを超えています。

　「畠田緊急ネットワーク」の構築で、「グルー

プの結束力が強まった」、「足の悪いお隣さんが

気になっていたけど、非常時にどうするか決

まってよかった」という声があがり、防災体制

の構築とともに、地域コミュニティが形成され、

地域と町内会の活性化にもつながっています。

成果とこれから6

　情報提供は、東28区全戸に毎月配布している
広報紙「好きっちゃ畠田」や東28区限定SNSを
活用しています。循環備蓄、緊急持出品、「逃

げ友」（災害発生時に危険な場所なら一緒に逃

げ、安全な場所なら宿泊させてもらう友だち）

など、「使える防災情報」を継続して発信し、

「みんなの命はみんなで守る」を合言葉に、住

民の防災意識のさらなる高揚を図っています。

　これらの取組みが評価され、この度、第28回
防災まちづくり大賞「総務大臣賞」を受賞で

き、大変光栄に感じています。

　今後も、住民の話し合いと協力を大切に、一

人の犠牲者も出さない取組みを継続、発展させ

ていきたいと思います。

避難訓練後の振り返り学習

広報紙「好きっちゃ畠田」295号（常会）

避難訓練に250人が参加

避難訓練の土のうづくり
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